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年
輪
を
調
べ
た
幹
は
根
元
か

ら
十
㍍
の
切
断
面
で
、
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
で
汚
れ
を
落
と
し
、
年

輪
十
本
ご
と
に
ピ
ン
を
刺
し
て

集
計
し
た
結
果
、
四
二
二
本
の

年
輪
を
確
認
し
た
。
そ
の
間
隔

は
狭
く
、
平
均
す
る
と
幅
五
・
八

㌢
が
五
十
年
分
だ
っ
た
。 

 

ト
チ
が
芽
を
出
し
た
の
は
徳

川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
任
じ

ら
れ
た
一
六
〇
三
年
に
な
る

が
、
調
査
し
た
広
島
大
学
大
学

院
で
森
林
生
態
学
を
専
攻
す
る 

青
柳
仁
士
さ
ん
は
「
大
木
の
直 

             

熊
南
峰
が
開
峡
当
時
の
大
正

期
に
撮
影
し
た
二
谷
（
ふ
た
だ 

 
 

に
）
の
ト
チ
の
大
木
で
あ

る
。
二
谷
は
正
面
口
か
ら

約
二
㌔
、
景
勝
「
塔
岩
」
の

裏
か
ら
本
流
へ
流
れ
込
む

二
谷
川
を
三
〇
〇
㍍
ほ
ど

遡
っ
た
平
た
い
場
所
で
あ

る
。
苔
む
し
た
石
の
隙
間 

      

  

径
か
ら
樹
齢
を
推
定
す
る
研
究

に
よ
る
と
、
こ
の
ト
チ
は
七
〇

〇
年
に
相
当
す
る
」
と
の
見
方

も
で
き
る
と
し
て
い
る
。 

ト
チ
が
立
っ
て
い
た
急
斜
面

は
石
が
重
な
り
、
樹
木
の
生
育

に
と
っ
て
峡
谷
の
厳
し
い
環
境

を
実
感
さ
せ
た
。
根
元
部
分
に

大
き
な
穴
は
な
く
、
地
面
へ
強

く
食
い
込
ん
で
い
た
形
跡
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。 

 
 

 

  

 

年
輪
調
査
の
後
、「
倒
木
は
森 

林
に
何
を
も
た
ら 

す
の
か
」
と
題
し

た
講
演
で
青
柳
さ

ん
は
、
倒
木
に
よ

っ
て
出
来
た
空
間

で
育
つ
木
々
の
う

ち
、
生
存
率
と
成

長
率
の
両
方
が
高 

    

を
清
水
が
流
れ
、
夏
は
密
生
し

た
ト
チ
林
の
葉
が
天
を
覆
い
、

柔
ら
か
な
光
の
空
間
と
な
っ
て

い
る
。
神
秘
的
な
場
所
だ
が
道

は
な
く
、
滝
の
絶
壁
脇
を
越
え

な
け
れ
ば
到
達
で
き
な
い
。 

 

南
峰
は
二
谷
を
「
こ
こ
は
柴

木
部
落
か
ら
黒
淵
、
藤
ケ
瀬
宿

泊
所
（
注
：
楓
林
館
）
と
の
交 

  
 

                         
 

  

い
種
は
な
く
、
両
立
し
な
い
と

説
明
。
発
芽
し
た
ば
か
り
の
実

生
は
草
本
類
の
影
響
も
受
け
、

土
壌
や
周
辺
環
境
の
違
い
に
よ

っ
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
林
に

変
化
す
る
の
か
、
予
測
す
る
の

は
難
し
い
、
と
述
べ
た
。 

     

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
「
第
三

十
三
回
あ
き
お
お
た
の
楽
し
い

１
０
０
人
」
が
十
一
月
二
十
九

日
、
三
十
二
人
が
集
ま
っ
て
、
Ｌ

Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
開
か
れ
た
。 

 

登
壇
し
た
さ
ん
け
ん
の
三
人

は
本
宮
宏
美
事
務
局
長
と
広
大

さ
ん
け
ん
部
の
大
本
武
部
長
、

ら
ぴ
っ
と
カ
ヤ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

代
表
の
小
林
久
哉
副
理
事
長
。 

 

本
宮
さ
ん
は
子
供
に
関
わ
る

仕
事
か
ら
さ
ん
け
ん
で
働
く
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
や
自
然
体
験 

    

通
路
に
当
た
っ
て
い
る
」
と
記

し
て
い
る
。
探
勝
路
が
出
来
る

前
、
当
時
は
山
道
が
上
流
部
へ

通
じ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
後

も
植
林
管
理
の
道
と
し
て
維
持

さ
れ
、
現
在
も
下
流
域
は
一
部

残
っ
て
い
る
。
が
、
二
谷
周
辺
は

崖
崩
れ
が
あ
り
、
こ
こ
五
年
ぐ

ら
い
で
急
速
に
道
が
消
え
、
容 

        

    

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
瀬
戸
内
オ

リ
ー
ブ
基
金
の
設
立
二
十
五
周

年
式
典
が
十
一
月
八
日
、
岡
山

県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か 

    

イ
ベ
ン
ト
へ
の
想
い
を
語
り
、

大
本
さ
ん
は
植
物
と
三
段
峡
が

好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
今

後
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
小
林

さ
ん
は
カ
ヤ
ッ
ク
か
ら
見
た
風

景
と
水
の
透
明
度
の
素
晴
ら
し

さ
、
取
り
組
ん
だ
体
験
コ
ン
テ

ン
ツ
に
つ
い
て
話
し
た
。 

町
内
の
女
性
は
「
南
峰
さ
ん

も
地
区
外
の
人
、
今
も
他
所
か

ら
の
人
が
三
段
峡
を
大
切
に
し

て
い
る
。
地
元
と
し
て
応
援
し

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。 

 

易
に
は
行
か
れ
な
く
な
っ
た
。 

 

ト
チ
は
典
型
的
な
渓
畔
林
の

一
種
で
、
二
谷
に
限
ら
ず
峡
内

に
多
い
。
石
が
積
み
重
な
る
湿

っ
た
環
境
で
生
育
し
、
大
木
に

な
る
。 

材
は
漆
椀
の
木
地
と
し
て
使

わ
れ
た
。
製
造
技
術
が
今
に
伝

わ
り
、
販
売
さ
れ
て
い
る
三
段

峡
の
橡
餅
（
と
ち
も
ち
）
は
、
全

国
的
に
も
貴
重
な
山
里
の
文
化

財
な
の
で
あ
る
。（
松
尾
俊
孝
） 

             

   

れ
、
環
境
教
育
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
本

宮
炎
理
事
長
が
、
三
段
峡
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
同
法

人
を
支
援
し
て
い
る
ユ
ニ
ク
ロ

や
大
創
産
業
の
人
ら
も
登
壇

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
す
る
体

験
活
動
の
意
義
を
話
し
た
。 

さ
ん
け
ん
は
今
年
度
か
ら
三

年
間
、
渓
畔
林
再
生
事
業
で
同

基
金
か
ら
助
成
金
を
受
け
て
い

る
。
三
段
峡
を
視
察
し
た
事
務 

  

局
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ん
け
ん
の
自

然
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
関
心
を
持

ち
、
出
席
の
依
頼
が
あ
っ
た
。 

    

井
上
嵩
裕
隊
員
が
十
一
月
十

一
日
と
十
四
日
の
両
日
、
さ
ん

け
ん
で
初
め
て
三
段
峡
と
黒
淵

を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
鮮
や

か
な
景
観
を
記
録
し
た
。
今
後
、

三
段
峡
の
四
季
折
々
の
映
像
素

材
を
蓄
積
し
、
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
来

訪
者
へ
紹
介
し
た
り
、
Ｐ
Ｒ
素

材
に
活
用
し
た
り
す
る
予
定
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

標
高
差
が
あ
っ
て
、
秋
を
長
く
楽

し
め
る
。
冬
は
川
の
透
明
度
が
増

し
、
雪
が
降
れ
ば
山
水
画
の
世
界

に
な
る
。
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
特

別
名
勝
・
三
段
峡
は
宝
で
あ
る
。 

    

「さんけんの歩み」 (2024年 11 月～25年 10月) 
2024年 11月 広島県観光連盟が観光地開発で三段峡視察▼県立叡啓大

生が LOUPE での活動報告▼オオサンショウウオ産卵巣穴初確認 
１２月 名勝指定 100 周年事業で２講演会開催▼広島大公開講座を受講 
１月 ひろしま環境ミーティングで活動報告▼三段峡-可部の連携 PR 

  2月 イワナ保全の講演会・上映会開催▼台湾人モニターツアー実施 
  3月 DIY 作業で LOUPE 改装、カフェ充実▼広島県観光連盟の「HYPP 

AWARD」で DROPS に優秀賞▼チャリティー企画で多額の寄付金 
  4月 丸木位里ツアー・水墨画体験会開催▼渓畔林再生事業でトチの

実を植え付け▼サントリー愛鳥基金の贈呈式で活動報告 
  5月 LOUPE でひろしま自然史ネットワークの会合開催▼三段峡キャ

ラクター制作へ、土産品に活用▼国交省が三段峡で環境調査 
  6月 日本生態系協会と徳島希少鳥類研究会が視察▼井上嵩裕隊員が

安佐動物公園で学芸員実習▼広大さんけん部に新部員が加入 
７月 カープ公式戦のマツダスタジアムで三段峡と地元ブルーベリー

を PR▼自然塾や中学生ら対象の自然体験４イベントを開催 
  ８月 NTT ドコモ中国が「三段峡 川の学校」を開催▼猛暑で DROPS

ツアーが人気▼広大さんけん部員二人が奥三段峡を探索 
9月 魚類調査・ヤマセミ講演会を開催▼さんけん植物部が生き物観

察会を開催▼第２回全国トチノキ学会で渓畔林再生事業を発表 
１０月 トチノキの生育・植生調査を実施▼米国人オオサンショウウオ

研究者が来訪▼EPO ちゅうごくの事業で三段峡の歴史など説明 
 
 

▼
二
季 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

今
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
の

中
に
「
二
季
」
が
選
ば
れ
た
。
春

と
秋
が
短
く
な
る
温
暖
化
の
影
響 

  

一口メモ 

を
表
し
た
言
葉
だ
。三
段
峡
の
紅

葉
の
ピ
ー
ク
は
十
一
月
中
旬
だ

っ
た
が
、例
年
に
な
く
月
末
ま
で

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。樹
種

が
多
く
上
流
と
下
流
、Ⅴ
字
谷
の 

   

古
い
山
道
沿
い
の
二
谷 

天
を
覆
う
ト
チ
林 

（３７） 

倒木トチ 樹齢４２２年超え 
 

 ９月に根返りした栂崎のトチの年輪

調査と倒木後に更新する森林の講演会

が 11 月 30 日、22 人が参加して LOUPE

で開かれた。年輪は 422 本、根元の幹周

りは４㍍ 14 ㌢だった。 

 

 

年
輪
調
査
と
「
更
新
す
る
森
林
」
の
講
演
会
開
く 

「
あ
き
お
お
た
の
楽
し
い
１
０
０
人
」 

 

三
段
峡
へ
の
想
い
、
関
わ
り
語
る 

 

さ
ん
け
ん
の
自
然
体
験
活
動
紹
介 

本
宮
理
事
長 

瀬
戸
内
オ
リ
ー
ブ
基
金
の
式
典 

ド
ロ
ー
ン
で
初
撮
影 

三
段
峡
の
映
像
蓄
積 

峡谷の厳しい環境を生き抜く 

根返りしたトチ（上）と
年輪を調べる青柳さん 

林
の
変
化 

予
測
困
難 


